
菅
野
正
先
生
年
譜

・
著
作
目
録

略
年
譜

一
九
三
三
年
五
月

一
日

一
九
四
〇
年
三
月

一
九
四
六
年
三
月

一
九
五
二
年
三
月

一
九
五
九
年
三
月

一
九
六
二
年
四
月
～
六
三
年
三
月

大
阪
市
に
生
ま
れ
る

大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
卒
園

大
阪
市
立
愛
日
小
学
校
卒
業

大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校
卒

業京
都
大
学
文
学
部
史
学
科

(東
洋
史
専
攻
)
卒
業

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科

(東
洋
史
学
専
攻
)

聴
講
生

職

歴

一
九
五
九
年
四
月
～
七
三
年
三
月

近
畿
大
学
付
属
高
等
学
校
、

大
阪
府
立
天
王
寺
高
等
学
校

一
九
七
三
年
四
月

一
九
七
六
年
四
月

一
九
七
九
年
四
月
～
九
八
年
三
月

一
九
八
〇
年
四
月

一
九
八

一
年
四
月
～
八
三
年
三
月

一
九
八

一
年
十
二
月

一
九
八
二
年
四
月

一
九
八
二
年
四
月
～
八
四
年
三
月

(定
時
制
課
程
)
、
大
阪
府
立

池
田
高
等
学
校
、
大
阪
府
立

高
津
高
等
学
校
教
諭

東
海
大
学
文
学
部
専
任
講
師

東
海
大
学
文
学
部
助
教
授

関
西
大
学
文
学
部
非
常
勤
講

師奈
良
大
学
文
学
部
助
教
授

奈
良
女
子
大
学
大
学
院

・
文

学
部
非
常
勤
講
師

追
手
門
学
院
大
学
大
学
院

・

文
学
部
非
常
勤
講
師

(後
期

集
中
)

奈
良
大
学
文
学
部
教
授

追
手
門
学
院
大
学
大
学
院

・

文
学
部
非
常
勤
講
師
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一
九
八
三
年
四
月
～
八
六
年
三
月

一
九
八
六
年
四
月
～
八
八
年
三
月

一
九
九
二
年
四
月
～
九
三
年
三
月

一
九
九
三
年

一
月

一
九
九
三
年
四
月

一
九
九
五
年
十
月
～
九
六
年
三
月

一
九
九
六
年
十
月
～
九
七
年
三
月

一
九
九
八
年
四
月
～
九
九
年
三
月

二
〇
〇
四
年
三
月

二
〇
〇
四
年
四
月

二
〇
〇
四
年
四
月
～

龍
谷
大
学
大
学
院

・
文
学
部

非
常
勤
講
師

奈
良
大
学
学
生
部
長

帝
塚
山
大
学
教
養
学
部
非
常

勤
講
師

奈
良
大
学
大
学
院
教
員
組
織

審
査

「
マ
ル
合
」
判
定

奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
文
化
財
史
料
学
専
攻
兼
担

大
阪
大
学
全
学
共
通
教
育
機

構
非
常
勤
講
師

大
阪
大
学
全
学
共
通
教
育
機

構
非
常
勤
講
師

京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
非

常
勤
講
師

奈
良
大
学
定
年
退
職

奈
良
大
学
名
誉
教
授

奈
良
大
学
文
学
部
非
常
勤
講

師

著

書

『
清
末
日
中
関
係
史
の
研
究
』
(汲
古
叢
書
四

一
)

汲
古
書
院

二
〇
〇
二
年
十
月

共

著

(部
分
執
筆
)

『
辛
亥
革
命
の
研
究
』
(小
野
川
秀
美

・
島
田
度
次
編
)

筑
摩
書
房

一
九
七
八
年

一
月

『
義
和
団
運
動
与
近
代
中
国
社
会
国
際
学
術
討
論
会
論
文
集
』

斉
魯
出
版

社

一
九
九
二
年
七
月

『
以
史
爲
豊

開
創
未
来
』
上
冊

(
一
九
九
七
年
中
日
関
係
史
大
連

学
術
研
討
会
論
文
集
)

大
連
出
版
社

二
〇
〇
〇
年
十
月

論

文

「義
和
団
事
変
と
日
本
の
輿
論
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
四
四

・
四
五
合
併
号

一
九
六
六
年
六
月

「北
京
議
定
書
の
締
結
過
程
-
小
村
公
使
の
賠
償
交
渉
を
中
心
に
ー
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
四
九
号

一
九
六
七
年
十
二
月

「義
和
団
事
変
後

の
対
中
国
政
策
-
北
京
議
定
書
の
若
干
の
問
題
に

つ
い
て
ー
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
五
五
号

一
九
七
〇
年
四
月

「景
善
日
記
に
つ
い
て
」

一2一



『大
阪
市
立
大
学

・
中
国
史
研
究
』
第
六
号

一
九
七
二
年
四
月

「辛
丑
条
約
の
成
立
-
庚
子
賠
款
を
中
心
に
i
」

『東
洋
史
研
究
』
第
三

一
巻
第
三
号

一
九
七
二
年
十
二
月

「
明
治
末
年
の
日
中
問
題
-
対
日
ボ
イ

コ
ッ
ト
と
ア
ジ
ア
の
連
帯
1
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
六
三
号

一
九
七
三
年
六
月

コ

九
〇
五
年
中
国
に
お
け
る
対
日
ボ
イ

コ
ッ
ト
」
上

『東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
四
輯

一
九
七
六
年
二
月

コ

九
〇
五
年
中
国
に
お
け
る
対
日
ボ
イ

コ
ッ
ト
」
下

『東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
五
輯

一
九
七
六
年
七
月

「安
奉
線
改
築
問
題
を
め
ぐ
る
対
日
ボ
イ

コ
ッ
ト
の

一
考
察
」

『東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
六
輯

一
九
七
七
年

一
月

「
一
九

一
〇
年
長
沙
米
騒
動
に
つ
い
て
」

『東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
八
輯

一
九
七
七
年
十
二
月

「中
華
民
国
成
立
期
、
華
南

・
南
洋
に
お
け
る
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト

ー
孫
文

・
革
命
派
の
動
き
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

『
辛
亥
革
命
の
研
究
』
(筑
摩
書
房
)

一
九
七
八
年

一
月

「民
国
二
年
満
州
に
お
け
る
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
」

『
東
海
史
学
』
第
十
二
号

一
九
七
八
年
三
月

「中
国
初
期
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
研
究
」

『東
海
大
学
総
合
研
究
機
構
報
告
』
第

一
号

一
九
七
八
年
七
月

「
二
十

一
ヶ
条
要
求
と
華
僑
の
対
日
ボ
イ
コ

ッ
ト
」

『
東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三

一
輯

一
九
七
九
年
七
月

「二
十

一
ヶ
条
要
求
を
め
ぐ
る
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
」

『東
海
史
学
』
第
十
四
号

一
九
八
〇
年
三
月

「
五
四
運
動
と
南
洋
華
僑
」

『
奈
良
大
学
紀
要
』
第
十
号

一
九
八

一
年
十
二
月

「
辰
丸
事
件
と
在
日
中
国
人

の
動
向
」

『
奈
良
大
学
紀
要
』
第
十

一
号

一
九
八
二
年
十
二
月

「
義
和
団
事
変
と
栄
禄
ー
講
和
全
権
任
免
問
題
を
中
心
に
ー
」

『
奈
良
大
学
紀
要
』
第
十
二
号

一
九
八
三
年
十
二
月

「
天
津
南
開
中
学
と
大
阪
北
野
中
学
」

『
F
H
G
野
外
歴
史
地
理
学
研
究
会
会
報
』
第
七
七
号

一
九
八
四
年
七
月

「大
阪
愛
珠
幼
稚
園
と
中
国
人
」

『
奈
良
大
学
通
信
」
第

一
号

一
九
八
四
年
九
月

「
北
京
議
定
書
的
締
結
過
程
-
以
小
村
公
使
的
賠
償
交
渉
爲
中
心
1
」

『義
和
団
研
究
会
会
刊
』

一
九
八
四
年
第

一
、
二
期一

九
八
四
年

「辛
丑
条
約
会
議
の
開
始
-
李
鴻
章
の
登
場

と
清
朝

・
列
国
」
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堀
川
哲
男
編

『
一
〇
紀
以
降
二
〇
世
紀
初
頭
に
至
る
中
国
社
会

の
権
力
構
造

に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
(研
究
成
果
報
告
書
)

一
九
八
五
年
三
月

「
五
四
前
夜

の
日
中
軍
事
協
定
反
対
運
動
」

『奈
良
史
学
』
第
三
号

一
九
八
五
年
十
二
月

「
日
中
軍
事
協
定
の
廃
棄

に
つ
い
て
」

『奈
良
史
学
』
第
四
号

一
九
八
六
年
十
二
月

「中
国

・
満
州
綿
糸
布
市
場
と
日
本

・
大
阪
」

『
郵
政
考
古
学
紀
要
』
第
十
三
号

一
九
八
八
年
六
月

「義
和
団
運
動
後

の
福
建
と
日
本
」

『奈
良
史
学
』
第
八
号

一
九
九
〇
年
十
二
月

「福
建
辛
亥
革
命
と
日
本
ー
米
国
と
も
関
連
し
て
ー
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
第
二
十
号

一
九
九
二
年
三
月

「義
和
団

運
動
期
間
的
福
建
和
日
本
」

『義
和
団
運
動
与
近
代
中
国
社
会
国
際
学
術
討
論
会
論
文
集
』

(斉
魯
出
版
社
)

一
九
九
二
年
七
月

「林
維
源

の
福
建
勧
業
銀
行
設
立
計
画
を
め
ぐ

っ
て
」

『
奈
良
史
学
』
第
十
号

一
九
九
二
年
十
二
月

「
中
国
初
期
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
」

『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
報
』
第
五
号

一
九
九
三
年
十

一
月

コ

九
〇
〇
年
春
、
後
藤
新
平
長
官
の
福
建
訪
問
に
つ
い
て
」

『
奈
良
史
学
』
第
十

一
号

一
九
九
三
年
十
二
月

「近
代
福
建
社
会
と
日
本
」

『
三
島
海
雲
記
念
財
団

・
研
究
報
告
書
』
第
三
十
号

一
九
九
三
年
十
二
月

「大
阪
博
覧
会

(
一
九
〇
三
年
)
と
中
国
」

『奈
良
史
学
』
第
十
三
号

一
九
九
五
年
十
二
月

「
"割
閾
換
遼
"
要
求
風
説
と
湖
南

・
禺
之
護
」

『奈
良
史
学
』
第
十
四
号

一
九
九
六
年
十
二
月

「戊
戌
維
新
期
の
上
海
亜
細
亜
協
会
を
め
ぐ

っ
て
」

『奈
良
史
学
』
第
十
六
号

一
九
九
八
年
十
二
月

「
関
干
日
俄
戦
争
后
帰
還
満
州
問
題
」

『
以
史
為
監

開
創
未
来
』
上
冊

(大
連
出
版
社
)

二
〇
〇
〇
年
十
月

「
日
露
戦
争
後
、
満
州
還
付
を
め
ぐ

っ
て
」

『奈
良
史
学
』
第
二
十
号

二
〇
〇
二
年
十
二
月

「
関
干
上
海
亜
細
亜
協
会
的
成
立
」

『
奈
良
大
学
紀
要
』
第
三
十
二
号

二
〇
〇
四
年
三
月
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抄
訳

・
訳
文

張
春
著

『
癸
卯
東
游
日
記
』
(『張
季
子
九
録
』
専
録

・
旧
五
月
初
六

日
条

)

『愛
珠
幼
稚
園
百
年
史
』

一
九
八
〇
年
六
月

王
暁
秋
著

「十
九
世
紀
末
中
国
維
新
運
動
与
日
本
」

『奈
良
史
学
』
第
五
号

一
九
八
七
年
十
二
月

紹
介

・
書
評

≦
。§

勺
霞
8
=
『↓
冨

じd
o×
臼

d
言

ωヨ
σq
ー
〉
じd
8
閃鵯
8
巳

ω
ε
身
』

(9

ヨ
げ
邑
σqo
d
巳
く
臼
ωξ

津
①
ωω」
8
ω
)

『
東
洋
史
研
究
』
第
二
十
七
巻
第
三
号

一
九
六
八
年
十
二
月

寺
廣
映
雄

著

『中
国
革
命
の
史
的
展
開
』
(汲
古
書
院

・
一
九
七
九

年
)

『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
八
巻
第
三
号

一
九
七
九
年
十
二
月

国
際
学
会
参
加
報
告

『義
和
団
運
動
与
近
代
中
国
社
会
国
際
学
術
討
論
会
』
(中
国
史
学
会
、

中
国
義
和
団
研
究
会
等
四
者
共
催
)

中
国

・
済
南
市

一
九
九
〇
年
十
月

『中
日
関
係
史
学
術
研
討
会
』
(東
北
中
日
関
係
史
学
会
、
近
代
日
中

関
係
研
究
会
等
五
者
共
催
)中

国

・
大
連
市

一
九
九
七
年
八
月

『戊
戌
維
新

一
百
周
年
国
際
学
術
討
論
会
』

(中
国
史
学
会
、
北
京
大

学
主
催
)

中
国

・
北
京
市

一
九
九
八
年
八
月
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辞
典
項
目

『
新
編
東
洋
史
辞
典
』
(京
大
東
洋
史
辞
典
編
纂
会
)
(輿
漢
鉄
道
、

漢
冶
薄
公
司
、
何
啓
等
中
国
近
代
史
関
係
十
四
項
目
執
筆
)

東
京
創
元
社

一
九
八
〇
年
三
月


